
ノーベル平和賞
受賞を祝う集い
18日すわっチャオで

来場を呼び掛ける「核兵器禁止条約の署名
・批准を求める諏訪市民の会」のメンバー

「原爆の子」長田新に学ぶ講演も

・
批
准
を
求
め
る
諏
訪
市
民
の
会

諏
訪
市
の
有
志
で
つ
く
る
「
核
兵
器
禁
止
条
約
の
署
名
・
批
准
を
求
め
る
諏
訪
市
民
の

会
」
は
1
8
日
午
後
1
時
3
0
分
か
ら
、
日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議
会
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

受
賞
を
記
念
し
、
「
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
を
祝
う
集
い
」
を
市
駅
前
交
流
テ
ラ
ス
す
わ
っ

チ
ャ
オ
で
開
く
。
茅
野
市
出
身
の
教
育
学
者
で
広
島
の
原
爆
を
体
験
し
た
子
ど
も
の
作
文
集

「
原
爆
の
子
－
広
島
の
少
年
少
女
の
う
っ
た
え
」
編
者
の
長
田
新
（
1
8
8
7
～
1
9
6

1
年
）
に
関
す
る
著
書
が
あ
る
川
島
弘
さ
ん
＝
辰
野
町
＝
が
講
演
す
る
。
　
（
山
本
雄
太
）

川
島
さ
ん
は
元
高
校
教

員
で
、
長
田
の
伝
記
「
『
原

爆
の
子
』
の
父
　
長
田

新
」
を
2
0
1
4
年
に
出

版
。
長
田
が
初
代
会
長
と

な
っ
た
「
日
本
子
ど
も
を

守
る
会
」
の
副
会
長
も
務

め
た
。
当
日
は
「
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞
を
祝
う
（
長
田

新
に
学
び
つ
つ
）
」
と
題
し

て
講
話
す
る
。
講
演
に
先

立
ち
、
「
原
爆
の
子
」
の

朗
読
と
平
和
を
願
う
出
席

者
参
加
型
の
合
唱
を
実

施
。
講
演
後
は
参
加
者
有

志
に
平
和
へ
の
思
い
を
語

っ
て
も
ら
う
。

同
イ
ベ
ン
ト
は
、
長
年

活
動
し
て
き
た
被
爆
者
ら

に
感
謝
し
、
功
績
が
認
め

ら
れ
た
こ
と
を
祝
う
と
と

も
に
、
平
和
に
つ
い
て
改

め
て
考
え
る
機
会
に
し
よ

う
と
企
画
し
た
。
代
表
の

宮
坂
茂
雄
さ
ん
（
乃
）
は

「
被
爆
者
の
皆
さ
ん
は
高

齢
化
も
進
む
中
で
戦
っ
て

き
て
、
世
界
の
世
論
を
動

か
し
た
。
感
謝
し
か
な

い
」
と
し
、
「
ぜ
ひ
多
く

の
方
、
特
に
若
い
人
に
来

て
も
ら
い
、
平
和
に
つ
い

て
考
え
て
ほ
し
い
」
と
呼

び
掛
け
て
い
る
。

入
場
無
料
。
事
前
申
し

込
み
不
要
。
問
い
合
わ
せ

は
宮
坂
さ
ん
（
電
話
0
2

6
6
・
5
2
・
0
8
6

9
）
へ
。


